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【目的】非水系洗浄における界mm 性剤は、固体粒子汚れに対する分散安定性の向上や再

汚染防止の作用があるといわれているが、 その詳細な挙動についての検討は少ない。 本実

験は、 系を単純化して検討するため、 汚れは球形の水和酸化鉄粒子、 繊維は付着外表面積

の明かな単繊維を用い、可溶化水未添加における溶剤中の界面活性剤の挙動について、 特

に希薄界面活性剤濃度領域における粒子汚れの付着について検討し た。

ｒ方法】粒子： 水和酸化鉄(  FeaOa･HsD) 、 繊維： ポリエステル(  8.63iig／10CBn 、 界面

活性剤：1.2- ビスー1 －エタンスルホン酸ナトリウム(  AOT、純度98%）、 溶剤:   n-ヘキサン、
n-ヘプタン、n- ウンデカン、テトラクロロエチレン、 付着実験:   60gilの共栓付ガラス瓶に

溶剤20llllと単繊維を入れ、25 °C、120rpigで48時間のm 畿を行った。 付着粒子の定量法:　2

N -HClで加熱抽出、一定容量に希釈した後、Fe の原子吸光分析法（248.3niii)によりFesOs

･HsOの付着量を求めた。

【 結果】溶剤／AOT／粒子（o.oswtj;) ／単繊維　の系におけるAOT濃度を2×10“5～1x10-'

DOl/lについて付着実験をした結果、固体粒子の分散安定化に及ぼすAO?濃度は、nーヘキサ
ン、n- ヘプタン、n- ウンデカンではlxlO-'ml/l 以上、 テトラクロロエチレンでは6×10’^

BOl/l以上であることが確認された。また、 溶剤中の0.015～0.06wt%の各粒子濃度について

検討し たところ、 粒子の分散安定化に必要な最低AOT濃度と粒子量との間にはよい相関性が

認められた。FeaOs･HaO の分散安定化に必要なAOTの最少値を概算すると、n- ヘプタンでは

S×lO‘'mol/Big、 テトラクロロエチレンでは2×lO-'^inol/Bigであった。
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服 に 付 着し た 油 汚 れ の 自 動 酸 化 か 共 存 す る 固 体 粒 子 汚 れ の 洗 浄 性 に 及 ぼ

影 響
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の 衿 や 袖口 な ど の 汚 れ に は ， 主 に 皮 脂 や 環 境 中 の 固 体 粒 子 が 含 ま れ る 。 こ の

つ い て は ， 付 着 後 し だい に 自 動 酸 化 さ れ,  洗 浄 性 も 変 化 す る こ と を ， すで に

こ で 本 報 で は ， 共 存 す る 固 体 粒 子 汚 れ の 洗 浄 性 の 変 化 につ い て 検 討 し た。

】 試 験 布 に は ， 精 製し た 綿 カ ナ キ ン（ 綿 布 ） と ポ リ エ ス テ ルモ ス リ ン(   Pe布)    , 固

汚 れ の モ デ ル とし て は ， 合 成し た フ ェ リ ッ ク オ キ シ ネ ート（ Ｆｅ－Ｏｘ ） ， 油 汚 れ の そ

し て は ， 従 来 同 様 ラ ード を 用い た 。 汚 染 布 は ， ベ ン ゼ ン を 分 散 媒 （ 溶 媒 ） とし て ，

単 独 汚 染 布,    F e-Ox　と ラ ード を 重 ね た段 階 汚 染 布 （ ２ 種 ） 及び 混 合 汚 染 布 の ４ 条 件

を ， 綿 布 とPe 布 につ い て 作 成し た 。　エ イ ジ ン グ は 電 気 定 温 器 中 で,      40°C で ， 所 定

行 っ た 。 洗 浄 は ， 恒 温 振 と う 機 を 用 い て,      0.2％LAS　の40 °C 液 中 で1  Om i n 行 い.     2

つ ２ 回 の す す ぎ の 後 ， 自 然 乾 燥し た 。 布 帛 上 のF  e －Ox は ， ソ ッ ク ス レ ー 脂 肪 抽 出 器

て ， クロ ロ ホ ル ム で6    h 抽 出 後 ， 吸 光 度（470nm     ） を 測 定 し ， 検 量 線 か ら 求 め た 。

】 ①Fe －Ox 単 独 汚 染 布 で は ， 綿 布 ・Pe 布 と も ， エ イ ジ ン グ 日 数 に 関 係 な く ほ ぽ 完 全

さ れ た が ， ラ ード 共 存 汚 染 布 のFe －Ox の 回 収 率 は ， エ イ ジ ン グ日 数 か 増 す に つ れ て

低 下 し た 。 ②Fe-Ox 単 独 汚 染 布 の 洗 浄 性 で は ， エ イ ジ ン グ の 影 響 は ほ と ん ど 見 ら れ

た か ， 綿 布 の 洗 浄 効串 に 比 べ てPe 布 の そ れ は 著 し く 小 さ か っ た 。 ③ ラ~ ド 共 存 汚 染

け るFe －Ox の 洗 浄 性 は ， 綿 布 で は エ イ ジ ン グ 開 始 後 ５ 日 間 で 急 激 に 減 少 し ， そ れ 以

と ん ど 変 わ ら な か っ た。Pe 布 で は,  綿 布 に 比 べて エ イ ジ ン グ の 影 響 は 小 さ か っ た。

， 綿 布 ・Pe 布 と も に ， 汚 染 条 件 に よ る 洗 浄 性 の 違 い は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。


